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①議会の仕組み

　全議員を集めて開く会議を本会議といい、県議会の最終的な意思決定は、ここで行われます。
　県の仕事は非常に広範囲かつ複雑なので、議案等を能率よく専門的に審査するために、委員会を設置しています。
　委員会は、閉会中も必要に応じて審査や調査を行い、県政に反映させるため活動しています。

　県議会は、２月、６月、９月、12月の年４回開かれる定例会と、必要に応じて開かれる臨時会があります。

委員会の種類

本会議と委員会

定例会と臨時会

⑴ 議会運営委員会
　会期、議事日程、会期の延長・休会、特別委員会の設置・改廃、議会関係の条例・規則の制定・改廃など、議決を必要とする案件の取
り扱いを協議し、また、議長の諮問に応えるなど、議会の円滑な運営を図るため設置されています。

⑵ 常任委員会
　その所管に属する県の事務に関する調査及び議案、請願等を審査するため設置されています。

⑶ 特別委員会
　特定の案件を審査・調査するため必要な場合に設置されます。

１．条例の制定・改廃、予算・決算など、県政の重要な案件が議案として議会に提出されます。本会議では議案提出者が提案理由や内容
の説明を行います。

２．議員は議案や県政全般に対する質問を行い、知事などが答弁します。議案はさらに詳しく審査するために委員会に付託されます。

３．委員会の審査を終えると再び本会議を開き、委員長が審査結果を報告します。議案によっては賛否の討論があり、続いて採決が行わ
れます。通常、議案は出席議員の過半数の賛成で成立します。

４．こうして成立した議案に基づき、知事は県政の運営に当たっていきます。
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